
『天文歌』考 
冨田良雄 

 
 山本天文台の第一研究室には漆塗り臙脂色の瀟洒な書棚があり、中には天文・暦法、和

算関係の漢籍・和本が順序よく整理されて並んでいた。山本一清先生が大切にしておられ

た書籍ここにあり、という風格が感じられ山本章氏におねがいして書棚ごとそっくりその

ままいただいてきた。背の面をながめているうちにふと手にした黄表紙の和綴じの小冊子

に見とれてしまった。「天文歌」と赤い題箋が貼ってある。気難しそうな背を見せて居並ぶ

漢籍・和本の中で、これだけがなにやら穏やかな顔つきをしていたからである。調べてみ

ると、明治以降の天文学の教育普及に果たしたこの本の役割が見えてきた。 

  
『天文歌』の表紙            口絵（田中忠治刻） 

 これは明治七年（1874）二月に岡山の石阪秋朗が執筆し、倉敷の明倫小学館が刊行した

教科書である。それも当時の天文学の知識を歌にして、生徒に唱和させ覚えさせるという

ユニークな発想の教科書である。最近はやった歌う生物学の教科書の元祖といえるだろう。

サイズは 22.2cm×15cm で現在の A5 判に近い。扉には「仰而観象」と揮毫あざやかであ

る。これは暦書の「観象授時」にちなんだ語であろうか。口絵は見開きの色刷り版画で倉

敷かどこかの港で気球を見上げる人々の光景が描かれている。本文は十二丁（24 ページ）

からなり、木版摺りの字は大きく１ページあたり 10 字×４行であるから、全文でも千字に

満たない。かな混じり文で漢字にはすべてルビがふってある。唱和して覚えるのに適当な

長さの七五調の名文である。明治５年、時の政府が小学令を布告し全国に小学校創設をう

ながした直後の時期に刊行されている。ちなみに全国の大学図書館の蔵書を検索するとこ

の冊子は東北大学と筑波大学の図書館にわずか２冊所蔵されているのみの貴重書である。

明治６年に太陽暦への改暦があり、『改暦弁』（福沢諭吉著）などの解説書が数多く出版さ

れて一般人も天文・暦学に関心をもった時期であった。 
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 本文の 1 ページ目を引用すれば 

「天 文 歌
てんもんのうた

 ／  

仰
あふい

で天
そら

を眺
なが

むれば ／ 蒼々
そうそう

とし

て 限
かきり

なし是
これ

 ／ を大虚
たいきょ

といふぞか

し空
くう

・・・」 

本文の１ページ目         奥付き 

という名調子である。 
 この冊子の奥付には「吉備倉敷小学明倫館蔵梓、 賣弘所 備中笠岡 森田佐平、備中

倉敷 西澤六蔵、同 亀山助四郎、 製本発兌 大阪心斎橋 柳原喜兵衛、備中倉敷 林

源十郎」とある。倉敷は江戸時代通商の港として栄え、倉敷、笠岡ともに幕府代官所があ

った豊かな地域である。天保五年（1834）倉敷代官古橋新左衛門が代官所北側に倉敷教諭

所を建て明倫館と名づけた。犬養毅らが学んでいる。慶応二年四月に長州奇兵隊の襲撃を

受け倉敷代官所は焼けた。明治維新直後、備中の意気高き人たちが資金をだしあって小学

校を設立し、その教科書を自力で出版したと推測されるのである。森田佐平は書籍商を営

み笠岡村の副戸長をしていた。明治六年に「小田県新聞」を発行している。佐平の息子思

軒は『十五少年漂流記』、『レ・ミゼラブル』の翻訳家として知られる。なお明治六年から

七年にかけて小田県管内で石坂秋朗著『天文歌』、佐伯義門著『山蚕養法』をはじめとして

11 点の教科書・実用書が出版されている。 
 備中から備後にかけての瀬戸内地域は天候がよく、天文愛好家の多い地域である。これ

には大正年間に設立された倉敷市民天文台の果たした役割が大きい。大原美術館を設立し

た大原孫三郎氏を中心とした市民の寄付により設立されたこの天文台は世に言う市民天文

台の第一号であり、今も健在である。この天文台の設立に協力し、各地で天文講演会をお

こなったのが山本一清先生であった。そうした活動が多くの天文愛好家を育て、またその

中から宮本正太郎先生（尾道出身）のような天文学者が輩出した。今手元にあるこの教科

書をめくっていると、自然と声にだして読んでみたくなるのも不思議である。岡山に天文

学の愛好者が多いのは、明治初頭の学校教育にかけた地元の先人たちの努力があったから

こそかもしれない。 
変体がなの本文には苦労したが、地元笠岡の山本稔先生、伊藤親之先生のご教示により

ほぼ楷書体に置き換えることができた。また両先生からは岡山の教育関係資料のコピーを

いただき倉敷明倫館の沿革が理解でき感謝する次第である。付録に天文歌の全文をかかげ

ておく、縦棒にて改ページを示す。できれば復刻してみたいと考えている。 
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（
「
―
」
は
改
ペ
ー
ジ
を
し
め
し
ま
す
。
な
お
本

文
の
解
読
に
あ
た
っ
て
は
岡
山
の
山
本
稔
先
生

と
伊
藤
親
之
先
生
の
ご
教
示
を
得
ま
し
た
こ
と
、

厚
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。
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